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頁 行 条項 誤 正（削除・修正・追加）

追加 87
CR34.11

　公認記録対象種目
　

修正 158 7
TR19.26
斜字

僅差のフニッシュの順位を・・・ 僅差のフィニッシュの順位を・・・

修正 206 26
TR26.9
斜字

2人以上の競技者がジャンプオフに残っている場合、残った競技者によってジャ
ンプオフは続くが、撤退した競技者はジャンプオフ開始前の順位で確定となり、
1位をはじめ、より上位の順位を得る権利を失う。

2人以上の競技者がジャンプオフに残っている場合、残った競技者によってジャ
ンプオフは続くが、自らジャンプオフを撤退（競技を放棄）した競技者は、権
利を放棄した時点の順位で確定となり、1位をはじめ、より上位の順位を得る権
利を失う。

修正 241 5
TR32.14〔注意〕

ⅰ

靴の緩んだ部分（靴紐など） や衣服、身体につけていたその他のアイテム（帽子など）が、投

てき開始時、投てき中または投てき後に、足留材上部に触れたとしても、無効とは見なさない。

靴の緩んだ部分（靴紐など） や衣服、身体につけていたその他のアイテム（帽子など）が、投

てき開始時、投てき中または投てき後に、砲丸投では足留材上部に、やり投げではスターティン

グ・ラインや助走路の線に触れたとしても、無効とは見なさない。

修正 241 9
TR32.14〔注意〕

ⅱ

競技者の投げた円盤またはハンマーの頭部が競技者に遠い側の囲い（着地場所に対して、右

効きの競技者は左側、左利きの競技者は右側）に当たった場合は、無効試技と見なす。

競技者の投げた円盤またはハンマーの頭部が競技者に遠い側の囲い（着地場所に対して、反

時計回りの競技者は左側、時計回りの競技者は右側）に当たった場合は、無効試技と見な

す。

修正 241 12
TR32.14〔注意〕

ⅲ

競技者の投げた円盤またはハンマーの一部が、競技者に近い側の囲い（着地場所に対して右

利きの競技者であれば右側、左利きの競技者であれば左側）に当たり、投てき物が囲いの境

界より前方にある着地場所内に着地した場合は、TR32.10を含む他の規則に違反していなけ

れば無効試技とは見なさない。

競技者の投げた円盤またはハンマーの一部が、競技者に近い側の囲い（着地場所に対して反

時計回りの競技者は右側、時計回りの競技者は左側）に当たり、投てき物が囲いの境界より

前方にある着地場所内に着地した場合は、TR32.10を含む他の規則に違反していなければ無

効試技とは見なさない。

削除 242 9
TR32.14
斜字

加えて、TR32.14.2 が意図しているのはサークルの限界を定めた目的を重視し、
競技者がサークルから正しく出るまでサークル内に留まることを遵守させること
である。バランスを崩しすぎない限り、重要なのは足や靴の位置だけである。
サークルの縁の鉄製円形リング上端部や外側の地面、あるいは足留材の上部に、
緩んだ靴紐などが触れたり、試技中に選手の体から落ちた帽子やアクセサリーが
触れたりしても関係ない。

（重複記載等 につき削除）

変更 260 28 TR38.4
・・・数えない。この時、競技者が身体の平衡を失って本規則に反する動作をしたとしても無効試

技とはせず、新試技が許される。

・・・数えない。また、競技者がバランスを崩してこの規則のいずれかの条項に違反した場合も無

効試技には数えない。双方のケースで競技者は新試技が許される。

修正 297 12 TR55.8.7

スタート地点から持っているか、主催者が設置した供給所で手に取るか手渡されたものである限

り、競技者はいつでも水または飲食物を手に持って、あるいは身体に取り付けて運ぶことができ

る。

競技者は、スタート地点から持ち込んだり、主催者が設置した供給所で受取ったりした水や飲食

物を、いつでも手に持ったり身体につけたりして競技を行ってよい。
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